


私がまだ小さい子供の時、祖母がよく寝物語で絵本を読ん
でくれました。昔話「桃太郎」はなんだかアニメーションの
ような絵でしたが、不思議と祖母の語りだと、ストンと話が
入ってきて知らぬ間に寝ていたことを思い出します。

おじいちゃん、おばあちゃんの声は不思議と安心感を感じる時があり
ます。それはやはり、年の功なのでしょうか。

なぜ、いま自分がこの読み聞かせの活動をしているのか？
それは祖母が大きく関わっています。祖母が亡くなった時に、何もして
あげられなかった。何か祖母のためにできることはないかと考えた時に、
小さい頃淡々とほとんど抑揚もつけず絵本を読んでくれたことを思い出
し、じゃあ自分も小さなお友達のために絵本を読んであげたいと思い活
動を続けてきました。

今は祖母のためだけではなく、一人でも多くの子ども達に
絵本に触れて、お話を楽しんでもらいたいと思っています。


